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黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう　２コリ 4:1-7
*賛美　･･････････････････ 　425番
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*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　9番
礼拝のための祈り　･･･････川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　259番
メッセージ　･･････････････ 光を放て（イザヤ 60:1-3）
御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　521番
献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられる　ように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（エペソ 1:17-23）　空欄に自分の名前を入れて祈りましょう

どうか、主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、＿＿＿＿に知恵と啓示

との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、心の目を開いてくださるように。

そして、神の招きによってどのような希望が与えられているか、聖なる＿＿＿＿

の受け継ぐものがどれほど豊かな栄光に輝いているか悟らせてくださるように。

また、信仰者である＿＿＿＿に対して絶大な働きをなさる神の力が、どれほど大

きなものであるか、悟らせてくださるように。

神はまた、すべてのものをキリストの足もとに従わせ、キリストをすべてのものの上

にある頭として、教会にお与えになりました。教会はキリストの体であり、すべてに

おいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。

＿＿＿＿の主、イエスキリストの名前によって。アーメン！

メッセージ概要

「起きよ、光を放て。あなたを照らす光は昇り、主の栄光はあなたの上に輝く。」（イザヤ 60:1）

今は暗闇に覆われているような時代であるが、主は私達の上に光をともして下さり、光の子として下さった。

そして私達には光を放つよう命じられており、しかも国々は私達の光の内に歩み、王達は私達の輝きに照

らされて歩むというのだ。暗闇の世に光を照らし出す者となるためには、どうすれば良いだろうか。

まず忘れてはならないのは、主イエス・キリストこそ、まことの光であり、全ての人を照らし出す光の源である。

「私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、栄光から栄光へと、

主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主の働きによるのです。」（2 コリ 3:18）

つまり私達はまず、まことの光なるキリストからたっぷりと照らされる必要があり、照らされた主の栄光の光を、

鏡のように反映させる事によって、世に光を届けるのである。

鏡が光をよく反映させるには、でこぼこな面は平らにされ、磨かれる必要がある。だから荒野で叫ぶ者は

「主の道を整えよ。荒地で、私たちの神のために、大路を平らにせよ。」と叫んだのだ。（イザヤ 40:3-5）

イエス様は「ともし火をともして、それを穴蔵（kruptos：秘めた所）の中や、升の下に置く者はいない。入っ

て来る人に光が見えるように、燭台の上に置く。」（ルカ 11:33）と言われた。

火をつけたろうそくを、秘密の場所に隠したり、升で覆うといった、そんな無駄で危険な事をする者など、

はたしているのだろうか。　霊的にそういう事をする者が、実際いるのだ。

升は器であり、器とは人（2コリ 4:7、２テモテ 2:20）であるが、光なるイエス様が来られたというのに、その光

を自分の心の奥底に隠したままだったり、自分という器がしゃしゃり出て、このいのちの灯を覆ってしまう、

という事が、大いにあるから、主は注意されたのである。

主は無限なるお方であり、私達の小さい頭に収まりきるお方ではない為、私達という器で覆ってはならない。

このお方が存分に光輝き、光を求めて入ってくる全ての人に見えるよう、燭台に置くべきなのであり、教会

こそ、キリストの光を輝かせる燭台である。（黙示録 1:20）

私達は、自分自身を宣べ伝えるのではなく、主イエスキリストだけを、宣べ伝えるのである。（２コリ 4:5-7）

私達は土の器に過ぎないが、「闇から光が輝き出よ」と命じられた神は、わたしたちの心の内に輝いて、イ

エス・キリストの御顔に輝く神の栄光を悟る光を与えて下さった。

この並外れて偉大な力は、当然神からのものであって、私達から出たものでない事は明らかである。

私達という器で制限してしまうと、主も、御業を制限されてしまって、働く事はできない。

主が郷里で存分な働きが出来なかったのは、郷里の人達は、なまじ人間として 30年を過ごされたイエスを

知っており、そのイメージに彼を閉じ込めてしまったため、彼を救い主として受け入れられなかったのだ。

「信じる者には次のようなしるしが伴う。彼らはわたしの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語る。手

で蛇をつかみ、また、毒を飲んでも決して害を受けず、病人に手を置けば治る。」（マルコ 16:16-18）

これらは信じる者に与えられるしるしであって、信じない者には与えられない。

結局、私達が人に出来る最善は、人を、まことの光なる主イエスキリストへと導く事である。

人が主の元に導かれる時、主はその人の内で光となり、苦しみの闇はなくなり、はずかしめを受けていた

人は栄光を受ける。

闇の中を歩んでいる者を大きな光で照らし、死の陰の地に住んでいる者達を、暖かい愛の光によって、照

らして下さるのである。（イザヤ 9:2）

このまことの光を届ける者として、世の光となって輝き渡る皆さんでありますように。

イエス様の名前によって祝福します!

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝                         　14:00
聖書勉強会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1部                                   　13:00～

　2部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 3巻 2号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 1月 8日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


